
２　財政状況 

（１）

　　　（２）

（単位：円） （単位：円）
　　決　算　額 　　決　算　額

（（）内は24年度） （（）内は24年度）
8,740,945,714   基盤安定、出産 266,283,345   
(8,141,166,940)  一般会計 育児、事務費等 (271,966,005)  
8,164,552,691   繰 入 金 375,707,994   ①　
(7,617,282,502)  (0)  

576,393,023   ⑥ 431,398,000   ②　  
(523,884,438)  (604,774,000)  

523,884,438   ③　
(422,678,078)  

△ 86,283,445円 　①+②+③ 1,330,990,432   ④　　　 
△ 213,482,640円 (1,027,452,078)  
△ 256,655,409円 

497,942,000   ⑤
(290,085,000)  

《歳入歳出構成割合》

　単年度の実質収支と保険給付費支払基金残高の推移

保険給付費支払基金
平成25年度年度末現在高

349,676,893円

23年度

基　金　積　立　金

歳入のうち繰入金等

前　年　度　繰　越　金

基　金　繰　入　金

合　　　　計

その他

区　　　　分

24年度
25年度

単年度の実質収支　⑥－④＋⑤

　２５年度の歳入総額は、８７億４，０９４万５，７１４円、歳出総額は８１億６，４５５万２，６９１
円で、歳入総額から歳出総額を差し引いた形式収支は、５億７，６３９万３，０２３円の黒字
となった。前年度に比べて、およそ５，２００万円の黒字額の増加となったが、これは一般
会計からの法定外繰入金３億７，６００万円及び基金から４億３，１００万円の繰り入れを
行ったことによるものである。

収 支 差 引 額

収支状況

区　分

歳 入 総 額

歳 出 総 額

　形式収支から一般会計からの法定外繰入金、基金繰入金、前年度繰越金を差し引き、
基金積立金を加えた単年度の実質収支は、およそ△２億５，６００万円となり、３年連続の
赤字となった。これは、加入者の高齢化や被保険者数の減少により、歳入の基幹である
保険税収入が伸び悩む中で、保険給付費、後期高齢者支援金などの支出が増加したこ
となどによるものである。

保険税 

22.3% 

国庫支出金 

17.1% 

療養交付金 

2.8% 

前期高齢者

交付金 

22.9% 

県支出金 

5.1% 

共同事業 

交付金 

10.8% 

繰入金 

12.3% 

その他 

6.5% 

歳入(25年度) 

総務費 

0.7% 

保険給付費 

60.3% 
後期高齢者

支援金 

13.3% 

介護納付金 

5.3% 

共同事業 

拠出金 

11.6% 

保健事業費 

1.3% 
その他 

7.5% 

歳出(25年度) 
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